
、

を
想
定
し
た
夜
間
を
セ
ッ

昨
年
に
続
き
今
年
も
中
区

ト
に
し
た
避
難
訓
練
が
望

北
区
、
東
区
、
桜
町
区
の

ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
自

４
自
治
会
と
高
田
学
苑
学

分
の
一
時
避
難
所
は
何
処

生
と
の
第
２
回
合
同
防
災

か
、
入
り
口
は
何
処
か
、

避
難
訓
練
を
バ
ー
ジ
ョ
ン

鍵
は
何
処
か
、
避
難
す
る

ア
ッ
プ
し
て
行
う
計
画
で

場
所
（
部
屋
）
は
何
処
か

す
。
ま
だ
実
戦
的
な
避
難

等
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り

訓
練
を
行
っ
て
い
な
い
自

昨
年
初
め
て
、
ク
ラ
シ

マ
ッ
チ
、
あ
ぐ
り
な
ど
の

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

が
事
前
に
知
っ
て
お
く
必

治
会
の
会
長
さ
ん
、
今
年

ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

台

有
名
タ
レ
ン
ト
も
参
加
す

今
年
も
み
ん
な
で
一
緒
に

５８

要
が
あ
り
ま
す
。

は
ぜ
ひ
計
画
し
て
く
だ
さ

が
エ
ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ

る
予
定
と
の
事
で
す
。

応
援
を
し
た
い
と
思
っ
て

他
人
に
頼
ら
ず
自
分
一

い
。
ご
相
談
が
あ
れ
ば
防

て
一
身
田
寺
町
通
り
に
集

専
修
寺
や
寺
内
町
周
辺

い
ま
す
。

人
で
判
断
で
き
る
よ
う
に

災
委
員
会
が
お
手
伝
い
い

合
し
ま
し
た
。

が
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
で
放
送
さ

懇
話
会

会
長

こ
れ
は
一
身
田
地
区
全
体

専
用
の
一
時
避
難
所
で
あ

今
年
は
自
治
会
単
位
の
実

心
掛
け
て
下
さ
い
。

た
し
ま
す
。

市
長
や
地
域
住
民
の
温

れ
、
一
身
田
が
全
国
的
に

中
西
万
喜
夫

年
度
の
活
動
状
況

２６
平
成

年
１
月
、
三
重

の
約

％
に
相
当
し
、
被

っ
て
、
一
般
住
民
の
一
時

戦
的
な
避
難
訓
練
の
推
進

か
い
歓
迎
が
、
参
加
者
に

２６

６０

県
が
発
表
し
た
南
海
ト
ラ

災
者
数
は
約
８
，
０
０
０

避
難
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
そ

フ
地
震
被
害
の
独
自
想
定

人
に
な
り
ま
す

更
に
３

の
で
ご
理
解
て
く
だ
さ
い

震
災
は
昼
夜
区
別
な
く
発

う
で
す
。
お
陰
様
で
、
今

。

．

。

に
基
づ
く
と

、
一
身
田
地

５
メ
ー
ト
の
津
波
が
発
生

生
し
ま
す
。

年
も
一
身
田
が
通
過
点
に

区
の
災
害
規
模
は
震
度
６

し
た
場
合
は
、
被
災
者
数

で
き
れ
ば
昼
間
と
、
停
電

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
の
防
災
計
画

２７

強
、
津
波
３
．
５
メ
ー
ト

は
約
１
１
，
０
０
０
人
に

一
身
田
地
区
社
会
福
祉

今
年
は
蓮
に
挑
戦
し
よ
う

ル
と
な
り
ま
す
。

昇
り
ま
す
。
被
災
者
数
１

協
議
会
フ
ラ
ワ
ー
委
員
会

と
津
市
か
ら

万
円
の
助

～
８
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
。

２０

震
度
６
強
の
地
震
が
起
き

１
，
０
０
０
人
の
為
の
一

委
員
長

今
井
達
雄
氏

成
金
で

鉢
購
入
し
た
。

一
身
田
の
新
た
な
名
勝
と

（

）

４０

た
場
合
に
一
身
田
地
区
が

時
避
難
所
は
、
避
難
所
の

は
、
一
身
田
の
歴
史
と
景

土
や
肥
料
は
赤
塚
植
物
園

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ど
ん
な
被
害
を
蒙
る
か
を

収
容
人
数
を
按
分
し
て
自

観
に
似
合
う
「
蓮
の
あ
る

の
協
力
を
得
た
。
蓮
の
芋

高
田
本
山
に
も
世
界
各

は
す

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

治
会
別
に
割
り
ふ
り
、
昨

街
」
作
り
を
目
指
す
。

は
高
田
本
山
か
ら
無
償
で

国
の
蓮
、
約
１
０
０
鉢
が

み
ま
し
た
。

年
９
月
の
自
治
会
連
合
会

一
身
田
に
は
日
本
有
数

頂
い
た
。
３
月
中
旬
に
フ

あ
り
、
池
に
も
た
く
さ
ん

阪
神
淡
路
大
震
災
後
に
西

の
全
体
会
議
で
発
表
し
ま

の
伽
藍
配
置
を
有
す
る
高

ラ
ワ
ー
委
員
で
作
業
を
行

の
蓮
が
群
生
す
る
。

宮
市
が
作
成
し
た
デ
ー
タ

し
た
。
津
市
指
定
の
一
時

田
本
山
が
あ
り
、
寺
内
町

う
。
蓮
の
見
ご
ろ
は
７
月

（
岡
本
博
和

記
）

に
基
づ
き
、
一
身
田
地
区

避
難
所
は
、
県
文
化
セ

ン

を
訪
れ
る
観
光
客
も
年
々

の
建
物
を
旧
建
築
基
準
で

タ
ー
、
三
重
短
大
、
高
田

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

あ
る
昭
和

年
以
前
に
建

短
大
、
高
田
学
苑
、

一
身

ら

「
お
も
て
な
し
」
の

、

５６

築
さ
れ
た
も
の
と
昭
和

田
小
・
中
学
校

憩
の
里

一
環
と
し
て
行
う
。

、

、

５６

年
以
降
の
も
の
に
分
け
て

＊
看
護
大
学
、
＊
人
権
セ

昨
年
は
試
み
と
し
て
、
や

寺
内
町
の
館
は
津
市
の
施

案
内

「
地
域
住
民
の
コ

」

計
算
し
た
結
果
、
全
壊
・

ン
タ
ー

＊
印

は
調
整
中

や
手
入
れ
の
簡
単
な
ス
イ

設
と
し
て
、
平
成

年
に

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

「
地

（

）

」

１４

半
壊
棟
数
は
３
，
１
７
５

が
あ
り
ま
す
。
第
２
岩
崎

レ
ン
１
０
０
鉢
を
植
え
、

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

域
社
会
の
健
全
な
発
展
の

。

「

、

」

。

棟
と
な
り
ま
し
た
。

病
院
は
体
の
不
自
由
な
人

夏
の
涼
し
さ
を
演
出
し
た

は

歴
史
・
文
化
の
紹
介

促
進

を
図
る
目
的
で
す

後

～

年
か
け
て
整
備

波
対
策
だ
。
き
ち
ん
と
や

２０

３０

す
る
計
画
で
、
平
成

年

っ
て
下
さ
い

「
志
登
茂

２
階
に

畳
と

畳
の
和

や
孫
に
「
一
身
田
寺
内
町

」

２２

１５

１２

に
概
要
が
発
表
さ
れ
、
地

川
の
堤
防
は
昭
和

年
に

室
が
あ
り
、
趣
味
同
好
会

絵
は
が
き
」
を
有
効
活
用

３８

域
住
民
と
の
懇
談
会
が
行

竣
工
さ
れ
て
い
る
。
老
朽

や
交
流
会
、
会
議
な
ど
で

す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

わ
れ
た
が
「
コ
ン
ク
リ
ー

化
が
は
な
は
だ
し
い

「
川

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

う
か
。
こ
の
絵
は
が
き
は

」

三
重
県
津
建
設
事
務
所
事

か
」
で
最
高
裁
ま
で
争
わ

ト
か
ら
人
へ
」
の
ス
ロ
ー

の
右
岸
と
左
岸
の
高
さ
が

利
用
料
が
安
い
で
す
ね
」

郷
土
画
家
に
よ
っ
て
描
か

業
推
進
室
は
２
月

日
、

れ
た
経
緯
が
あ
る
。

ガ
ン
の
政
権
交
代
に
よ
り

違
う
。
一
度
調
べ
て
下
さ

と
う
れ
し
い
声
を
耳
に
し

れ
た
も
の
で
寺
内
町
の
館

１７

県
津
庁
舎
で
志
登
茂
川
水

志
登
茂
川
流
域
は
、
昭

塩
漬
け
と
さ
れ
て
い
た
。

い

「
川
の
拡
幅
に
は
近

ま
す
。

に
あ
り
ま
す
。

」

寺
内
町
の
館
の
展
示
室

系
流
域
懇
談
会
を
行
っ
た

和

年
～

年
高
潮
対
策

２
回
目
と
な
る
流
域
懇
談

鉄
電
車
が
走
っ
て
い
る
。

ま
だ
施
設
を
ご
存
じ
な
い

。

３４

３８

に
は
、
明
治

年
代
の

一
身
田
を
流
れ
る
志
登
茂

や
昭
和

年
～

年
激
甚

会
で
は

治
水

利
水

鉄
橋
工
事
は
大
丈
夫
で
す

方
や
施
設
利
用
を
希
望
の

、「

」「

」

５１

５４

３０

商
店
用
の
引
札
（
今
の

川
は
、
芸
濃
町
の
横
山
池

災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

「
環
境
」
を
計
画
案
の
３

か

「
河
川
の
管
理
者
は

方
は
一
身
田
寺
内
町
の
館

」

チ
ラ
シ
）
を
展
示
し
て

を
源
流
に
伊
勢
湾
ま
で
流

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
し

本
柱
に
置
き

国
や
市
町

県
、
堤
防
の
道
路
管
理
者

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「

ー

、

、

jinai

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
専

れ
る
総
延
長
１
４
，
７
５

か
し
な
が
ら
、
平
成

年

地
域
住
民
や
学
識
経
験
者

は
市
、
ぜ
ひ
連
携
を
と
っ

」
で
検
索
し
て
く

Y
akata

１６

修
寺
の
昭
和

年
と
の

５
ｍ
の
二
級
河
川
で
あ
る

９
月

日
の
台
風

号
に

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

て
事
業
を
進
め
て
下
さ
い

だ
さ
い
。

。

」

２９

２１

１１

今
昔
風
景
写
真
や
大
正

一
身
田
地
区
は
志
登
茂

よ
り
、
ま
た
も
や
下
流
域

ら
計
画
を
策
定
し
、
公
表

「
懇
談
会
の
回
数
を
増
や

３
月
や
４
月
は
季
節
の

年
の
高
田
本
山
図
絵

川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
過
去

で
床
上
浸
水
な
ど
大
規
模

す
る
。

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
多

変
わ
り
目
だ
け
で
な
く
、

１５画
な
ど
を
展
示
し
て
い

何
度
も
大
き
な
水
害
に
見

な
災
害
が
起
こ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は

「
今
、

く
の
白
熱
し
た
意
見
が
出

人
生
の
門
出
で
も
あ
り
ま

、

ま
す
。

舞
わ
れ

「
人
災
か
天
災

そ
の
志
登
茂
川
流
域
を
今

も
っ
と
も
重
要
な
事
は
津

た

岡
本
博
和

記

す
。
一
身
田
を
離
れ
る
子

、

。

（

）

一 身 田 の 新 聞 平成２７年３月号



と
重
な
り
、
３
年
間
、
工

て
い
ま
す
。
体
験
活
動
を

識
し
な
が
ら
将
来
の
夢
や

し
た
。

学
年
の
活
動
が
あ
り
ま
す

生
に
班
員
か
ら
の
メ
ッ
セ

説
教
師
で
一
番
人
気
の
井

し
ま
し
た
。

。

縦
割
り
班
遊
び

の
時

ー
ジ
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
ま

東
信
道
氏
を
お
招
き
し

単
独
行
事
と
し
て
一

事
の
中
で
の
学
校
生
活
を

積
極
的
に
導
入
し
、
地
域

目
標
を
持
た
せ
る
取
り
組

月
津
老
連
主
催
の
グ

「

」

、

１１

下
級
生
を
優
し
く
丁
寧
に

す
。

て

「
幸
せ
っ
て
何
だ
ろ

身
田
駅
、
高
田
本
山
、
一

送
り
ま
し
た
。
教
室
改
修

清
掃
活
動
や
「
１
年
生
の

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

、

お
世
話
す
る
６
年
生
の
姿

今
年
は
、
１
１
６
人
の
６

う
」
の
題
で
講
演
し
て
頂

御
田
神
社
等
各
地
区
で
清

時
期
に
は
、
技
術
棟
の
作

会
社
を
つ
く
ろ
う

「
２

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、

身
障
者
セ
ン
タ
ー
で
行

」

に
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

年
生
が
３
月

日
（
木
）

き
ま
し
た
。

掃
と
除
草
作
業
を
実
施
し

業
室
等
が
仮
設
教
室
に
な

年
生
の
職
場
体
験

「
３

卒
業
後
も
子
ど
も
た
ち
が

わ
れ
、
優
勝
水
上
政
義

」

１９

今
、
５
年
生
が
中
心
に

に
卒
業
の
日
を
迎
え
ま
す

９
月
敬
老
の
つ
ど
い
と

ま
し
た
。

っ
た
り
、
特
別
教
室
改
修

年
生
の
企
業
訪
問
や
物
づ

地
域
を
元
気
に
す
る
主
役

さ
ん
、
準
優
勝
林
敦
子

。

時
期
に
は
加
熱
実
験
や
調

く
り
体
験
」
な
ど
、
地
域

と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

さ
ん
、
四
位
西
山
弘
さ

地
区
会
長
と
女
性
部

な
っ
て
「
６
年
生
を
送
る

地
域
の
皆
様
、
い
つ
ま
で

津
老
連
の
芸
能
大
会
で
、

理
実
習
が
出
来
な
か
っ
た

や
社
会
と
の
繋
が
り
を
認

期
待
し
て
い
ま
す
。

ん
と
上
位
を
一
身
田
が

委
員
に
よ
る
友
愛
訪
問

会
」
の
準
備
を
し
て
い
ま

も
子
ど
も
達
の
成
長
を
見

一
寿
会
音
頭
を
川
村
輝
雄

り
し
て
、
本
当
に
不
便
を

独
占
し
ま
し
た
。

を
、

実
施
し
て

す
。
世
話
に
な
っ
た
６
年

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

氏
と
中
村
笑
子
氏
の
デ
ュ

年
一
回

エ
ッ
ト
で

名
の
踊
り
手

歳
以
上
の

か
け
た
と
思
い
ま
す
。
し

趣
味
の
作
品
展
で
は

い
ま
す
。

２０

８８

と
共
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に

方
は

名
で
会
員
数
の

か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
そ

川
北
栄
子
さ
ん
が
洋
画

５６

7.4

２
月
に
な
る
と
「
卒
業
式

思
い
出
を
文
集
に
ま
と
め

披
露
し
喝
采
を
受
け
ま
し

％
で
す
。

３
月
６
日
、
本
校
体
育
館

の
よ
う
な
環
境
の
中
で

「
キ
ル
ト
の
女
」
石
川

ま
で
あ
と
○
○
日
」
６
年

た
り
、
卒
業
記
念
の
作
品

た
。

健
康
・
友
愛
・
奉
仕
の
活

に
て
平
成

年
度
卒
業
式

も
、
生
活
が
乱
れ
る
こ
と

裕
子
さ
ん
が
日
本
画

山
「

２６

生
の
教
室
や
子
ど
も
達
の

作
り
に
取
り
組
ん
だ
り
し

当
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
ス

動
を
柱
に
更
な
る
仲
間
づ

を
挙
行
し
、
２
１
０
名
の

な
く
学
習
や
部
活
動
、
さ

の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り

月

韻

坂
惇
子
さ
ん
が

パ

」

「

１０

心
の
中
に
、
卒
業
式
ま
で

て
い
ま
す
。

は
、
町
内

の
単
位
ク
ラ

ポ
ー
ツ
大
会
が
津
市
体
育

く
り
を
進
め
ま
す
の
で
会

生
徒
が
一
身
田
中
学
校
を

ま
ざ
ま
な
行
事
に
頑
張
っ

一
身
田
だ
け
が
津
老
連
の

ッ
チ
ワ
ー
ク
」
等
を
出

１０

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始

本
校
に
は
、
１
年
生
か

ブ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

館
で
開
催
さ
れ
一
身
田
か

員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

て
く
れ
ま
し
た
。

中
で
会
員
を
増
や
し
て
お

展
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ

。

ま
り
ま
す
。

ら
６
年
生
ま
で
の
縦
割
り

今
年
度
平
野
地
区
の
中
尾

ら
多
数
参
加
さ
れ
汗
を
流

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
学
年
の
生
徒
は
、
ち

本
校
は
ご
存
知
の
よ
う

り
ま
す
。

ん
大
変
立
派
な
作
品
で

ょ
う
ど
中
学
校
の
校
舎
の

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
柱
と

主
な
取
り
組
み
を
紹
介

６
年
生
に
と
っ
て
は
特
別

班
が
あ
り
、
日
常
の
清
掃

清
章
会
長
以
下

名
が

５７

１０

大
規
模
改
修
工
事
の
時
期

し
た
教
育
活
動
を
す
す
め

し
た

し
ま
す
。
メ
イ
ン
の
行
事

の
日
々
で
す
。

活
動
を
は
じ
め
と
し
た

異

年
ぶ
り
に
復
帰
し
ま

。
バ
ス
３
台
、
１
０
５
名
で

か
？
と

伊
東
温
泉
へ
行
っ
て
き
ま

月
に
は
「
さ
る
び
の

で
は
な
い

不
安
に

１１
温
泉
旅
行
」
に

名
が
参

な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
一

し
た

（
水
谷
千
春

記
）

で

成

果

。

し
た
。
残
念
な
が
ら
秋
は

一
身
田
の
元
気
な
老

２２

加
、
秋
の
味
覚
料
理
を
堪

人
暮
ら
し
や
老
老

を

披

露

台
風
で
中
止
と
な
り
ま
し

人
の
皆
さ
ん
！
毎
日
楽

能
し
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に

介
護
が
増
え
て
い

し
た
り
、

た
。

し
く
充
実
し
た
日
々
の

平
成

年
１
月
か
ら
始

バ
ン
ド
体
操
で
し
た
が
、

浸
か
っ
て
「
お
肌

る
昨
今
、

三

重

大

ツ
ヤ
ツ

地
域
で

１
月
初
詣
で
。
世
界
遺

暮
ら
し
を
送
っ
て
い
ま

２５

ま
っ
た
、
ほ
ほ
え
み
会
の

現
在
は
好
評
で
し
た
の
で

学
の
学
生

ヤ
・
別
嬪
さ
ん
に

「
み

支
え
合
う
「
き
ず

産
の
平
等
院
と
下
鴨
神
社

す
か
。
高
齢
者
が
生
き
生

」

い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
も

月
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

と
協
働
し

ん
な
で
お
喋
り
す
る
事

な
」
を
つ
く
る
の

へ
バ
ス
３
台
で
行
き
ま
し

き
と
し
た
活
動
を
し
な
が

３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
町
屋
海

平
成

年
度
そ
の
他
活

は
、
元
気
も
ら
え
る
、
ま

も
日
頃
ご
近
所
の

た

鳳
凰
堂
を
望
む
庭
園

ら
暮
ら
し
て
ゆ
く
こ
と
を

。

、

２６

岸
の
清
掃

し
て
い
ま
す
。

動
内
容
は
、
み
え
医
療
福

た
企
画
し
よ
う
と
」
楽
し

お
付
き
合
い
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
鳳
翔
館
等

目
的
と
し
た
私
た
ち
の
組

て
筋

活
動
な
ど

こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

祉
生
協
の
協
力
を
得

ん
で
来
ま
し
た
。

と
思
い
ま
す
。
地

を
見
学
し
ま
し
た
。
下
鴨

織
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

「
歩
い

力
測
定
、
骨
密
度
チ
ェ
ッ

に
参
加
し

た
理
由
と
し
て

ま
た
、
茶
話
会
や
忘
年
会

域
の
方
が
気
軽
に

神
社
で
は
干
支
参
り
を
し

私
た
ち
は
「
み
え
長
寿

、

て
集
え
る
大
古
曽
集
会
所

ク
、
足
指
力
測
定
、
み
そ

て

ボ

ラ

で
は
、
食
事
会
を
兼
ね
て

足
を
運
ん
で
も
ら

ま
し
た
。

社
会
推
進
協
力
員
津
連

を
提
供
し
て
貰
え
て
た
こ

汁
の
塩
分
測
定
を

ま
た

老
人
大
学
で
は

ン

テ

イ

、

、

、

「

」
「

」

カ
ラ
オ
ケ

ゲ
ー
ム

え
る
よ
う
な
「
喫

８
月
の

絡
会
北
部
支
部
」
の
会

と

「
地
域
の
皆
さ
ん
の

介
護
施
設
見
学
で
は
「
し

ア

活

動

」

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

茶
サ
ロ
ン
」
開
店

員
で
、
北
部
市
民
セ
ン
タ

意
識
が
高
い
こ
と

「
会

お
り
の
郷
」
の
送
迎
で
施

今
後
の
目
標

を

楽

し

」
、

集
会
所
で
は
喫
茶
サ
ロ

は
、

新
し
く
作
ら
れ
た
花
壇
に

ー
で
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
と

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
一
人

設
見
学
と
リ
ハ
ビ
リ
機
器

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ん

で

い

ン
も
始
め
ま
し
た
。
月
に

は
、
ル
ピ
ナ
ス
、
ス
ト
ッ

い
う
輪
投
げ
の
よ
う
な

一
人
の
強
力
な
参
加
」
が

体
験
、
利
用
者
様
と
同
じ

平
成

年
度
の
い

ま
す
。

１
回
編
み
物
教
室
も
開
催

ク
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
ノ
ー

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
練

２６

元
気
で
楽
し
い
サ
ロ
ン
に

食
事
を
提
供
し
て
頂
き
、

き
い
き
サ
ロ
ン
に

平

均

し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ル
、
ビ
オ
ラ
、
パ

習
会
を
月
２
回
や
っ
て

な
っ
て
い
ま
す
。

有
意
義
な
見
学
会
を
行
い

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉

参
加
し
た
延
べ
人

ま
た
、
マ
ジ

寿

命

世

ン
ジ
ー
等
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

最
初
は
、
月
１
回
の
セ
ラ

ま
し
た
。

制
度
は
悪
化
し
て
い
く
の

数
は
８
３
８
名
で

ッ
ク
が
好
き
な
人
が
集
ま

界

一

の

い
ま
す
。

っ
て
公
民
館
の
文
化
祭

長
寿
大
国
日
本
で
す
。
楽

う
。
そ
し
て
、
５
月
～

土
作
り
は
最
も
大
切

１０

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

治
会
で
す
。

し
い
趣
味
が
あ
っ
て
毎
日

月
ま
で
の
半
年
間
一
緒
に

当
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
地

赤
塚
植
物
園
の
講
習
会
に

で
、
使
っ
た
土
は
し
ば
ら

り
ま
す
。

を
忙
し
く
し
て
い
る
方
は

学
び
ま
し
ょ
う
。

上

階
建
て
、
現
在
の
入

（
会
長

増
田
）

参
加
し
、
専
門
的
な
技
術

く
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
か
ら

１３

マ
ン
シ
ョ
ン
の
南
西
側

良
い
の
で
す
が
、
朝
か
ら

４
月

日
ま
で
募
集
し
て

居
世
帯
数
は
約
１
３
０
世

を
教
わ
り
ま
し
た
。

出
し
て
雨
と
太
陽
に
当
て

２０

は
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
や

新
聞
と
テ
レ
ビ
の
前
に
座

い
ま
す
。

帯
で
、
津
市
内
で
は
最
大

パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ

休
ま
せ
、
苦
土
石
灰
や
牛

博
物
館
周
辺
の
樹
々
よ
り

り
込
ん
で
一
日
が
暮
れ
て

詳
し
く
は
青
木
北
部
支

級
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
な
っ

等
、
種
か
ら
播
い
て
咲
か

糞
、
マ
グ
ア
ッ
プ
を
入
れ

四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で

ゆ
く
だ
け
の
方
が
多
い
の

部
長
（
２
３
２
ー
４
６
９

て
い
ま
す
。

お
庭
拝
見
シ
リ
ー
ズ
、

せ
る
こ
と
は
「
と
て
も
楽

て
再
利
用
を
し
ま
す
。

山
の
手
ヒ
ル
ズ
自
治
会

き
、
北
東
側
は
一
身
田
一

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

マ
ン
シ
ョ
ン
の
近
隣
に

今
回
は
豊
野
団
地
の
堀
田

し
い
で
す

と
語
り
ま
す

堀
田
さ
ん
は
「
可
愛
く

」

。

は
、
平
成

年
、
三
重
県

帯
か
ら
遠
く
に
鈴
鹿
山
脈

さ
あ
私
た
ち
と
一
緒
に
活

く
だ
さ
い
。

は
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

久
美
子
さ
ん
の
お
庭
を
拝

一
身
田
小
学
校
や
な
ぎ
さ

て
小
さ
な
お
花
が
大
好

１８

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側

や
伊
勢
湾
、
空
気
の
澄
ん

動
し
ま
せ
ん
か
。

公
民
館
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ

タ
ー
を
は
じ
め
、
昨
年
オ

見
し
ま
し
た
。

ま
ち
等
の
お
花
の
ボ
ラ
ン

き
。
花
は
人
と
人
を
繋
い

に
竣
工
し
た
サ
ン
マ
ン
シ

だ
日
に
は
セ
ン
ト
レ
ア
を

そ
れ
に
は
先
ず
私
た
ち

ト
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ー
プ
ン
し
た
三
重
県
総
合

堀
田
さ
ん
の
お
庭
歴
は
約

テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
し
た

で
く
れ
ま
す
」
と
笑
顔
い

ョ
ン
山
の
手
ヒ
ル
ズ
の
居

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
開
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い

（
堀

征
夫

記
）

博
物
館
、
複
合
施
設
の
山

年
、
亡
く
な
っ
た
ご
主

が
、
腰
を
痛
め
ら
れ
、
現

っ
ぱ
い
に
話
し
て
く
だ
さ

３０

住
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま

自
治
会
と
し
て
は
、
結

カ
レ
ッ
ジ
（
旧
長
寿
大

の
手
テ
ラ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ

人
が
花
が
好
き
で
、
二
人

在
は
、
花
壇
を
少
し
小
さ

い
ま
し
た
。

し
た
。

成
し
て
約
８
年
と
若
い
自

学

」
に
参
加
し
ま
し
ょ

ク
ラ
ブ
、
津
北
シ
ョ
ッ
ピ

の
共
通
の
趣
味
で
し
た
。

く
し
ま
し
た
。

）

一 身 田 の 新 聞 平成２７年３月号



は

「
講
座
の
充
実
」
を

力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
き
っ

、

裁

「
抹
茶

「
着
付
け
」

」

」

考
え
、
皆
様
が
い
つ
ま
で

と
今
の
地
球
は
も
っ
と
美

「

」「

リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
ク

料

も
元
気
に
は
つ
ら
つ
と
し

し
く
す
ば
ら
し
い
星
へ
と

理

「
家
庭
園
芸
」
に
新

」

た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

変
化
す
る
こ
と
だ
っ
て
で

講
座
と
し
て
「
プ
リ
ザ
ー

く
た
め
に
新
講
座
を
設
け

き
る
と
思
う
。

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

「
水
彩

」

ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る

最
も
美
し
い
星
に
な
る
と

そ
の
た
め
に
今
の
僕
に
で

画

「
着
物
リ
メ
イ
ク
」

」

運
動
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

思
う
。
僕
は
、
こ
の
展
示

き
る
こ
と
は
、
多
く
の
正

地
域
力
の
講
座
と
し
て

の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年

溶
け
込
む
子
ど
も
集
団
の

デ
ン
エ
イ
ジ
と
い
わ
れ
る

で
市
長
賞
に
輝
い
た
一
身

会
で
色
々
な
こ
と
を
考

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

は
こ
れ
ま
で
の

寿
大
学

他
に
も
自
主
講
座
や
そ
の

団
は
、
昭
和

年

月
に

消
失
が
進
む
と
と
も
に
、

小
学
高
学
年
と
な
る

歳

「

」

41

4

12

田
中
学
校
３
年
堀
口
英
一

え

悩
み

学
ん
だ
結
果

こ
と
と
、
い
つ
も
僕
の
こ

「
音
楽
療
法

「
認
知
症

他
の
講
座
が
あ
り
ま
す
。

日
本
体
育
協
会
よ
り
認
可

世
間
で
は
少
年
犯
罪
の
増

で
ほ
ぼ

％
に
成
長
す
る

」

、

、

、

100

君
の

新
た
な
地
球

は

一
つ
の
結
論
に
至
っ
た
。

と
を
支
え
、
助
け
て
、
協

予
防
」
と
、
更
に
新
講
座

３
月
の
初
旬
に
「

年

・
設
立
さ
れ
、
来
年
で
創

加
・
低
年
齢
化
も
大
き
な

と
い
わ
れ
、
体
内
に
様
々

「

」

、

２７

紙
面
の
都
合
上
前
回
と
今

そ
れ
は
、
人
間
は
宇
宙
の

力
し
て
く
れ
る
家
族
や
友

と
し
て
「
笑
い
エ
ク
サ
サ

度

津
・
香
良
洲
地
域

設

周
年
を
迎
え
ま
す
。

社
会
問
題
と
な
っ
て
き
ま

な
神
経
回
路
が
次
々
と
張

50

公

民

館

運

回
の
２
回
に
分
け
て
載
せ

一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と

達
、
学
校
の
先
生
方
や
近

イ
ズ

笑
い
ヨ
ガ
で
す

公
民
館
講
座

受
講
生
募

設
立
当
時
、
団
員
で
あ
っ

し
た
。

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
く
大

（

）
」

営

の

基

本

方

た
。
前
回
で
は

「
月
と

だ
。
人
間
は
宇
宙
の
一
部

所
の
人
々
に
感
謝
し
て
、

「
ゆ
っ
た
り
運
動
（
太
極

集
案
内
」
が
各
戸
に
配
付

た
小
学
生
も
還
暦
を
迎
え

一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年

切
な
時
期
で
す
。

、

針

と

し

て

、

地
球
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら

だ
か
ら
、
星
同
士
の
よ
う

困
っ
て
い
た
ら
助
け
て
あ

拳
の
動
き
を
取
り
入
れ
て

さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
頂

る
世
代
と
な
り
ま
し
た
。

団
は
、
子
ど
も
た
ち
に
一

あ
い
さ
つ

礼
儀

約

「

」「

」「

地

域

の

方

々

も
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

に

た
が
い
に
助
け
合
い

げ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

い
ま
す

」
の
５
講
座
を

き
、
ハ
ガ
キ
を
添
え
て
お

こ
の

年
間
で
物
質
的

身
田
地
区
を
基
盤
と
し
た

束
を
守
る

「
人
を
思
い

）

」

、

、

50

が

気

軽

に

足

い
関
係
に
あ
る

翻
っ
て

支
え
合
い
、
協
力
し
合
う

僕
は
こ
の
壮
大
な
宇
宙
の

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

申
込
み
で
く
だ
さ
い
。

に
は
豊
か
な
生
活
が
送
れ

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
様
々
な

や
る

家
族
と
の
会
話

」「

」

。

、

を

運

ん

で

く

地
球
上
に
は
紛
争
地
域
が

こ
と
で
人
間
生
命
は
守
ら

一
部
と
し
て
、
誰
か
の
力

は
無
料
で
す
。
教
養
講
座

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

る
よ
う
に
な
っ
た
半
面
、

行
事
へ
継
続
的
に
参
加
す

と
い
っ
た
神
経
回
路
も
こ

れ

る

公

民

館

余
り
に
も
多
い
。
目
の
前

れ
て
い
る
と
思
う
。
だ
か

に
な
れ
る
よ
う
な
大
人
に

と
し
て
従
来
か
ら
の
「
和

人
の
「
こ
こ
ろ
」
や
「
か

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

の
時
期
に
形
成
さ
れ
ま

に

し

た

い

と

の
名
誉
や
富
に
目
が
く
ら

ら
、
人
間
は
争
い
合
う
こ

成
長
し
て
い
こ
う
と
思

ら
だ
」
に
大
き
な
問
題
が

た
ち
の

か
ら
だ

と

こ

す
。

「

」

「

い
う
思
い
で
、

み
、
そ
の
先
に
あ
る
大
切

と
で
、
名
誉
や
富
を
手
に

う
。

起
き
て
き
ま
し
た
。

こ
ろ
」
の
健
全
な
育
成
を

こ
れ
ま
で
の

年
間
、

50

職

員

共

々

努

な
未
来
が
見
え
な
く
な
っ

入
れ
る
の
で
は
な
く
、
た

こ
の
地
球
上
の
す
べ
て
の

と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
へ

第
一
の
目
的
と
し
て
活
動

一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

力

し

て

き

ま

て
い
る
」
と
訴
え
る
。

が
い
に
力
を
合
わ
せ
て
一

植
物
や
動
物
が
力
を
合
わ

の
影
響
は
大
き
く
、
か
ら

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
一

し

た

。

つ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

せ
て
紛
争
や
戦
争
が
な

だ
を
動
か
す
こ
と
が
少
な

す
。
人
が
成
長
し
て
い
く

身
田
地
区
の
住
民
の
皆
さ

後

半

、

、

特

に

年

度

僕
は
、
戦
争
や
紛
争
に

と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、

く

差
別
や
偏
見
の
な
い

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
体

過
程
で
、
神
経
系
は

歳

ま
、
諸
先
輩
方
に
心
よ
り

２６

5

は

「

文

化

祭

使
わ
れ
て
い
る
全
て
の
お

も
っ
と
先
に
あ
る
未
来
が

自
由
で
平
和
、
そ
し
て
生

力
の
低
下
や
地
域
社
会
へ

頃
ま
で
に

％
、
ゴ
ー
ル

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

80

の

来

場

者

を

金
を
、
世
界
中
の
人
々
の

見
え
て
く
る
気
が
す
る
。

命
の
あ
る
も
の
す
べ
て

増
や
す
こ
と
」

自
由
で
平
和
な
暮
ら
し
の

こ
の
地
球
上
に
は
、
七

の
、
宇
宙
よ
り
も
壮
大
な

中
心
と
し
た
寺
内
町
へ
と

を

目

標

に

置

た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き

十
億
人
以
上
の
人
間
と
、

愛
で
包
ま
れ
た
、
そ
ん
な

変
化
を
遂
げ
た
事
を
実
証

き

、

学

習

発

た
ら
地
球
は
き
っ
と
、
こ

八
百
七
十
万
種
以
上
の
生

美
し
く
す
ば
ら
し
い
、
新

出
来
る
貴
重
な
資
料
の
一

表

会

の

場

所

の
広
大
な
宇
宙
に
あ
る
、

物
が
存
在
し
て
い
る
。

た
な
地
球
に
な
る
こ
と
を

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

を

高

田

会

館

た
く
さ
ん
の
星
の
な
か
で

す
べ
て
の
植
物
や
動
物
が

信
じ
て
。

現
在
、
当
社
は
皆
様
か

ら
「
い
ち
み
た
さ
ん
」
と

に

移

し

、

ま

現
在
、
当
一
御
田
神
社

伊
勢
の
様
子
が
「
大
梵
天

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す

部
を
ゆ
っ
た
り
と
流
れ

た
作
品
展
会
場
で
は
不
用

に
は
毎
年
５
月
に
催
行
さ

皇
御
田
歌
」
と
し
て
檜
の

が
、
以
前
、
鳥
居
に
掛
け

る
田
園
風
景
は
格
別
で

品
バ
ザ
ー
や
手
品
等
を
催

れ
て
い
る
稚
児
に
よ
る
御

板
に
記
さ
れ
て
お
り
、
現

ら
れ
て
い
た
「
扁
額
」
に

す
。

す
工
夫
を
し
ま
し
た
。

田
植
祭
な
ど
の
祭
礼
行
事

在
も
御
田
植
祭
の
神
事
の

は
「
梵
天
宮
」
の
文
字
が

西
平
野
区
自
治
会
の
中

時
間
に
１
本
程
度
と
少

多
忙
な
日
々
に
追
わ

お
か
げ
さ
ま
で
例
年
の
２

と
共
に
、
歴
史
的
・
文
化

際
に
用
い
ら
れ
て
お
り
ま

書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

心
に
位
置
す
る
伊
勢
鉄

な
く
不
便
な
こ
と
か
ら

れ
て
い
る
地
元
の
皆
さ

倍
以
上
の
来
場
者
と
な
り

、

『

』

、

、

ま
し
た
。

的
価
値
を
有
す
る
数
多
く

す
。

明
治
以
前
は
仏
教
の
守
護

道

東
一
身
田
駅

は

当
駅
を
利
用
す
る
乗
降

ん
！

暇
を
見
つ
け
て

の
建
造
物
や
御
神
宝
が
残

又

能
面

や

簓

さ

神
で
あ
る
梵
天
の
宮
と
称

昭
和

年
９
月
に
日
本

客
は
、

人
程
し
か
な

『
東
一
身
田
駅
』
か
ら

そ
こ
で

年
度
の
目
標

、
「

」

「

（

２７

４８

５０

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら

」
は
豊
作
祈
願
の

さ
れ
、
寺
内
町
内
神
社
の

国
有
鉄
道
伊
勢
線
の
駅

く
、
地
元
の
人
達
も
ほ

レ
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て

）

ま
す
。
１
粒
の
種
か
ら
３

と
り
わ
け
宝
物
類

点
に

舞
楽
に
使
用
さ
れ
て
い
た

様
相
を
色
濃
く
残
し
て
い

と
し
て
開
業

そ
の
後

と
ん
ど
利
用
し
て
い
な

じ
っ
く
り
と
我
が
故
郷

。

、

２７

～
４
本
ほ
ど
発
芽
し
ま

関
し
て
は
、
地
域
で
暮
ら

道
具
類
が
神
社
に
奉
納
さ

た
事
を
窺
い
知
る
事
が
出

昭
和

年
３
月
に
国
鉄

い
の
が
実
情
」
で
す
。

を
見
つ
め
直
し
ま
せ
ん

６２

す
。
１
粒
の
種
で
、
赤
や

す
皆
様
の
深
い
想
い
が
世

れ
、
宝
物
と
さ
れ
た
と
考

来
ま
す
。

伊
勢
線
が
伊
勢
鉄
道
に

津
駅
か
ら
河
原
田
駅

か
！

（
西
平
野
区
自
治
会
長

西
洋
野
菜
と
し
て
の
ス

っ
て
も
美
味
で
す
。

黄
色
と
色
の
違
っ
た
芽
を

情
に
反
映
さ
れ
た
歴
史
的

え
ら
れ
ま
す
。

転
換
し
、
同
鉄
道
の
駅

ま
で
の
間
は
高
架
の
た

（
注
）

簓
（
さ
さ
ら
）

中
尾
清
章
）

イ
ス
チ
ャ
ー
ド
は
色
が
と

葉
の
軸
が
赤
、
白
、
黄

楽
し
め
ま
す
。

な
文
化
財
と
し
て
津
市
か

こ
の
様
に
農
耕
儀
礼
を
中

と
な
り
ま
し
た
。

め
、
伊
勢
平
野
の
山
間

長
さ

㎝
と

㎝

の
２
組

、

。

７５

６０

っ
て
も
カ
ラ
フ
ル
で
す
。

色
、
中
間
色
に
も
分
か
れ

和
名
が
西
洋
ふ
だ
ん
草

ら
の
指
定
を
受
け
、
大
切

心
と
し
た
地
域
住
民
と
神

工
事
中
の
仮
称
は
「
専

明
応
４
年

（
１
４
９
５
年
・

毎
月
１
回
８
名
の
役
員

と
く
に

ア
イ
デ
ィ
ア
ル

る
西
洋
ふ
だ
ん
草
の
仲
間

と
も
い
う
よ
う
に
、
暑
さ

に
保
存
さ
れ
て
お
り
ま

社
と
の
つ
な
が
り
は
、
そ

修
寺
駅
」
で
あ
っ
た
よ

「

」

室
町
時
代
）
の
銘
が
あ
る
。

で
会
議
を
し
て
会
の
向
上

と
い
う
品
種
は
黄
、
赤
、

で
す
。

や
寒
さ
に
強
く
、
暖
地
で

す

か
つ
て
室
町
時
代

の
後
、
農
村
が
町
へ
と
変

う
で
す
。
し
か
し
、
国

。

、

楽
器
の
一
種
で
あ
る
。

一
身
田
婦
人
会
で
は
カ

を
図
っ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
、
ピ
ン
ク
、
オ

菜
類
が
不
足
す
る
真
夏
や

は
周
年
栽
培
で
き
る
程
、

農
村
集
落
で
あ
っ
た
一
身

化
し
て
い
き
ま
し
た
。

鉄
の
駅
名
に
宗
教
施
設

ラ
オ
ケ
大
会
、
ボ
ー
リ
ン

一
身
田
の
町
並
み
も
整

レ
ン
ジ
の
カ
ラ
ー
が
楽
し

真
冬
で
も
収
穫
で
き
、
ビ

作
り
や
す
い
野
菜
で
す
。

田
は
神
宮
領
の
荘
園
で
あ

そ
の
様
子
は

棟
礼

枚

の
名
称
は
い
か
が
な
も

「

」

２２

グ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

備
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
で

め
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
な

タ
ミ
ン
Ａ
、
ミ
ネ
ラ
ル
が

皆
さ
ん
も
一
度
栽
培
に
チ

り
、
こ
の
地
で
収
穫
さ
れ

の
中
で
４
０
０
年
間
の
神

の
か
と
の
議
論
が
あ
り
、

ス
テ
ィ
バ
ル
、
体
操
教
室

こ
の
す
ば
ら
し
い
町
に
負

色
を
楽
し
む
サ
ラ
ダ
に
し

豊
富
で
風
味
が
あ
り
ま

ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
！

た
米
を
伊
勢
の
神
宮
へ
奉

社
建
立
年
代
と
経
緯
が
記

現
在
の
名
称
と
な
っ
た

中
尾
清
章

記

な
ど
楽
し
め
る
行
事
を
行

け
な
い
よ
う
に
努
力
し
ま

て
も
よ
し
、
お
味
噌
汁
は

す
。
カ
ラ
フ
ル
で
花
壇
の

納
し
て
お
り
ま
し
た
。
当

さ
れ
て
お
り
、
一
身
田
が

そ
う
で
す
。
開
業
当
初

（

）

っ
て
い
ま
す
。

す

（
岡

静
美

記
）

独
特
の
風
味
が
あ
り
、
と

縁
ど
り
や
鉢
植
に
も
使
え

時
の
田
植
え
や
京
の
都
や

農
村
集
落
か
ら
専
修
寺
を

か
ら
発
着
本
数
は
、
１

。

島
田
喜
美
子

一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
長

小
澤
康
孝

『

』

伊
勢
鉄
道

東
一
身
田
駅

一 身 田 の 新 聞 平成２７年３月号
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